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広報うえのはら　No.1  2

鼓
動今

、
動
き
は
じ
め
る
　
　

2
月
13
日
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
上
野

原
市
役
所
前
庭
に
お
い
て
、
上
野
原
市
役

所
開
庁
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

開
庁
式
に
は
、
近
隣
市
町
村
長
や
旧
上

野
原
町
と
旧
秋
山
村
の
三
役
、
合
併
協
議

会
委
員
、
上
野
原
市
議
会
議
員
、
新
市
職

員
な
ど
約
260
人
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ

れ
、
天
野
清
作
（
旧
秋
山
村
職
務
代
理
者
）

上
野
原
市
長
職
務
執
行
者
が
、「
こ
の
合

併
に
際
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
に
で
き
る

限
り
早
く
応
え
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以

上
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

2
月
13
日
（
日
）、
上
野
原
町
と
秋
山
村
は
、
平
成
15
年
4
月
1

日
に
法
定
合
併
協
議
会
設
置
以
来
、
16
回
に
お
よ
ぶ
合
併
協
議
会

で
の
協
議
を
経
て
、
上
野
原
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
本
栄
彦
山
梨
県
知
事
、
上

野
原
市
長
職
務
執
行
者
、
旧
町
村
長
、
旧

町
村
議
会
議
長
、
2
月
13
日
生
ま
れ
で
6

才
に
な
っ
た
ば
か
り
の
佐
藤
み
な
み
さ
ん

に
よ
る
市
役
所
庁
舎
銘
板
除
幕
や
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
開
き
が
行
わ
れ
、
上

野
原
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

秋
山
支
所
に
お
い
て
も
、
上
野
原
市
役

所
秋
山
支
所
開
所
式
が
実
施
さ
れ
、
上
野

原
市
長
職
務
執
行
者
、
秋
山
地
区
区
長
、

旧
秋
山
村
前
各
種
団
体
の
長
、
秋
山
支
所

長
に
よ
る
支
所
銘
板
除
幕
や
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
秋
山
支
所
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

上
野
原
市
役
所
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

秋
山
支
所
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

式
辞
を
述
べ
る

天
野
清
作
上
野
原
市
長
職
務
執
行
者

▲

▲

▲
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2
月
13
日
、
上
野
原
町
と
秋
山
村
の
２
町
村
が
合
併

し
、
晴
れ
て
「
上
野
原
市
」
の
誕
生
を
迎
え
ま
し
た
。

新
市
誕
生
は
、
市
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

た
ま
も
ので

あ
り
ま
し
て
、
あ
ら

た
め
ま
し
て
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

上
野
原
市
は
、
首
都
圏
60
㎞
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
も
、

多
く
の
緑
に
恵
ま
れ
、
桂
川
、
秋
山
川
、
鶴
川
、
仲
間

川
お
よ
び
各
河
川
の
支
流
の
美
し
い
流
れ
の
も
と
に
、

数
々
の
歴
史
や
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
地
域
で
す
。

合
併
は
、
両
町
村
に
と
っ
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
や
地
域
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
域
間
の
均
衡
確
保
や
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
つ

つ
、
い
き
い
き
と
、
人
・
も
の
・
情
報
が
交
流
す
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
先
人
達
が
築
き
上
げ
た
伝
統
や

文
化
を
継
承
し
、
ま
た
、
培
わ
れ
て
き
た
産
業
、
文
化

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
独
自
性
を
も
っ
た
地

域
資
源
を
も
う
一
度
見
直
し
な
が
ら
、
誇
り
と
活
力
を

持
ち
、
個
性
豊
か
で
自
立
し
た
新
市
「
夢
と
希
望
あ
ふ

れ
る
快
適
発
信
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
私
た
ち
は

着
実
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

上
野
原
市
長
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ

上
野
原
町
閉
町
式

秋
山
村
閉
村
式

上野原市長
職務執行者

天野清作

佐
藤
み
な
み
さ
ん
が
参
加
し
た

上
野
原
市
役
所
庁
舎
の
除
幕

市
役
所
で
の
く
す
玉
開
き

秋
山
支
所
で
の
様
子

上
野
原
市
役
所
開
庁
式

▲
▲

▲
▲



8時30分　条例および暫定予算専決処分

9時00分　辞令交付および職務執行者訓示

9時30分　上野原市役所開庁式

11時00分　上野原市役所秋山支所開所式

13時00分　前両町村長から事務引継ぎ

13時20分　前両町村助役から事務引継ぎ

13時40分　前両町村収入役から事務引継ぎ

13時50分　福祉事務所事務引継ぎ

14時30分　教育委員任命書交付、臨時教育委

員会の開催、事務引継ぎ

14時50分　暫定選挙管理委員の互選、臨時選

挙管理委員会の開催、事務引継ぎ

15時10分　暫定固定資産評価審査委員選任書

交付、臨時固定資産評価審査委員

会の開催、事務引継ぎ

15時30分　消防団長の任命、団旗授与
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上
野
原
市
誕
生

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
2
月
13
日

▲職務執行者による条例および暫定予算専決処分

▲辞令交付

▲両町村長による事務引継ぎ

▲両町村助役による事務引継ぎ

▲旧上野原町収入役から事務引継ぎ

▲旧秋山村収入役から事務引継ぎ

▲福祉事務所事務引継ぎ
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▲教育委員任命書交付式

▲暫定選挙管理委員互選会

▲暫定固定資産評価審査委員選任書交付式

▲消防団団旗授与式

上野原市婚姻届第1号
富田拓也さん福島佳子さん

2月13日、午前0時、上野原市誕生と同時に
婚姻届を提出。
昨年のクリスマス頃に上野原市誕生と同時
に婚姻届を提出することを決めたとのこと。
上野原市の婚姻届第1号になっての感想を聞
いたところ、「二人の記念日が憶えやすくて
いい。」とうれしそうに話してくれました。

上野原市出生届第1号
奈良優夢

ゆ う ゆ

さん

奈良清人さん、みどりさん
長女奈良優夢さん

出生は2月5日で、「2月13日は日柄もよく、
上野原市の誕生になるので、その日に合わせ
て出生届をだしました。出生届第1号と聞い
てうれしいです。」と話していました。

暫
定
教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

2
月
13
日
に
暫
定
教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
　
加
藤
松
男

職
務
代
理
者
　
安
留
壽
一

委
員
　
　
　
　
小
俣
三
喜
雄

委
員
　
　
　
　
大
場
源
昭

教
育
長
　
　
　
水
越
偉
成

暫
定
選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

2
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
、
暫
定
選
挙
管
理
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
　
杉
本
満
男

職
務
代
理
者
　
天
野
　
健

委
員
　
　
　
　
大
神
田
支
考

委
員
　
　
　
　
長
田
稔
彦

ま
た
、
上
野
原
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、
3
月
13

日（
日
）告
示
、
3
月
20
日（
日
）投
開
票
と
決
定
し

ま
し
た
。

暫
定
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

2
月
13
日
に
暫
定
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
　
富
田
裕
久

職
務
代
理
者
　
原
田
俊
夫

委
員
　
　
　
　
溝
呂
木
森
雄
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秋山マス釣場● 

 

 

 

 

 

棡原 

上野原 

大鶴 

島田 

目 

巌 

 

 

 

 

● 

● 

秋山支所 

● 

ゆずりはら青少年自然の里 

●大目支所 

●巌支所 

●甲東支所 ●大鶴支所 

甲武トンネル 

 

 

 

 

桂川 

 

 

 

大月 

貯水池 

中央自動車道 

四方津駅 

 

至八王子 
IC

上野原駅 

至藤野 

 

● 

●上野原市消防署 

●市民プール 

●秋山温泉 

●緑と太陽の丘キャンプ場 

島田支所 

 

上野原工業団地 
グリーンヒル21

上野原リサーチ 
＆テクノパーク 

コモアしおつ 

棡原支所 

● 

上野原市役所 
 

●市立病院 
●クリーンセンター 

至
道
志 

●水道課 
市立図書館 

● 

上野原市公共施設マップ
市内の主な公共施設を紹介します。

▲上野原市役所

秋山支所
〒401-0292 上野原市秋山7131番地

3 0554-56-2111

5 0554-56-2115

クリーンセンター
〒409-0112 上野原市上野原8344番地

3 0554-63-5353

3 0554-63-1273

水道課
〒409-0112 上野原市上野原3405番地

3 0554-63-0523
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雛鶴峠 
新
雛
鶴
ト
ン
ネ
ル 

秋山 

甲東 

大目

西原 

 

 
 

●西原支所 羽置の里びりゅう館● 
 

 

 

 

 

 

 

  

鶴川 

至甲府 

至大

大野

至小菅 

西原支所
〒409-0141 上野原市西原3947番地

3 0554-68-2002

棡原支所
〒409-0111 上野原市棡原2367-9番地

3 0554-67-2002

大鶴支所
〒409-0132 上野原市鶴川1599番地

3 0554-62-4104

甲東支所
〒409-0125 上野原市野田尻334-1番地

3 0554-66-2005

大目支所
〒409-0123 上野原市大野1261番地

3 0554-66-2002

巌支所
〒409-0121 上野原市四方津937番地

3 0554-62-4105

島田支所
〒409-0114 上野原市鶴島2038-2番地

3 0554-62-4103
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上野原市役所案内
各課配置とダイヤルイン（直通電話番号）

課　　名 

代　表 

政策秘書室 

総務課 

企画課 

税務課 

市民課 

福祉課 

長寿健康課 

勤労青少年ホーム（保健センター） 

生活環境課 

経済課 

建設課 

下水道課 

会計課 

議会事務局 

学校教育課 

社会教育課 

電 話 番 号 

62ー3111

62ー3210

62ー3117

62ー3118

62ー3113

62ー3112

62ー3115

62ー4133

62ー4134

62ー3114

62ー3119

62ー3123

62ー3145

62ー3116

62ー3344

62ー3408

62ー3409

ダイヤルイン（直通電話番号） 

上野原市役所
〒409-0192
山梨県上野原市上野原3832番地
3 0554-62-3111（代）

5 0554-62-5333

開庁時間
午前8時30分～午後5時15分
（夜間、休日、年末年始＝宿日直者対応）

上野原市役所庁舎棟1階に、市民部（税務課、市民課）、福祉環境部【福祉事務所を含む】

（福祉課、長寿健康課、生活環境課）、会計課、2階に政策秘書室、総務部（総務課、企画

課）、建設経済部（経済課、建設課、下水道課）、3階に議会事務局、文化ホール棟1階に教

育委員会（学校教育課、社会教育課）を配置しました。

業務を担当する課などが分からない場合は1階総合案内にお尋ねください。

「くらしのガイドブック」をご活用ください。

日常欠かせない各種行政手続きの情報や市内公共施設の案内などが「くらしのガイドブ

ック」に掲載されています。まだ、お手元にない方は、市民課または企画課に用意してあ

りますので、ご活用ください。

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

▲
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生活環境課 

庁舎正面入口 

もみじホール 
　　　　入口 

会計課 

市民課 税務課 福祉課 長寿健康課 

会議室Ｂ 

市民ロビー 

社会教育課 

学校教育課 

総合案内 

 

政策秘書室 

総務課 

企画課 

市長室 

助役室 

1
階

2
階

3
階

市役所案内図



東
部
広
域
連
合

課
長
　
山
　
範
夫

課
長
　
片
伊
木
卓
男

佐
藤
雄
二
　
水
越
洋
和

東
部
地
域
広
域
水
道

企
業
団

高
橋
行
徳
　
志
村
輝
雄

《
企
画
課
》

課
長
　
酒
井
信
俊

企
画
調
整
担
当

落
合
康
文
　
安
留
俊
介

横
瀬
仁
彦
　
石
井
則
夫

山
本
直
美

情
報
推
進
担
当

水
越
右
士
　
佐
藤
　
隆

渡
邊
恭
一
郎
　
杉
本
　
浩

高
橋
　
聡

財
政
担
当

水
越
　
章
　
天
野
幾
雄

清
水
靖
夫
　
舩
木
孝
之
　

《
秋
山
支
所
》

支
所
長（
兼
務
　
秋
山
温
泉

所
長
）
藤
本
文
雄

総
務
民
生
担
当

橋
本
茂
治
　
磯
部
八
重
子

関
戸
　
治

建
設
振
興
担
当

佐
藤
邦
彦
　
関
戸
一
功

織
田
君
枝
　
宇
津
木
田
代
子

甲
東
保
育
所

尾
形
正
江
　
鈴
木
和
子

巌
保
育
所

八
木
連
子
　
大
神
田
眞
理
子

長
田
由
美
　
花
本
富
代

島
田
保
育
所

酒
井
つ
る
代
　
白
鳥
ゑ
つ
子

長
島
智
美
　
長
田
ひ
と
み

富
田
千
香
恵
　

上
野
原
第
一
保
育
所

市
川
幸
子
　
宮
地
よ
し
子

浅
井
明
美
　
佐
藤
昌
代

脇
坂
佳
代
　
土
屋
文
子

石
井
妙
子

上
野
原
第
二
保
育
所

久
島
恵
子
　
小
林
利
江

清
水
　
薫
　
長
門
み
ど
り

古
屋
美
保

棡
原
保
育
所

波
多
野
伸
江
　
鷹
取
巳
知
子

西
原
保
育
所

岡
部
順
子
　
武
原
志
穂

秋
山
保
育
所

所
長（
課
長
）
小
俣
季
廣

藤
本
　
静
　
原
田
郁
江

関
戸
理
恵

《
長
寿
健
康
課
》

課
長
　
杉
本
喜
重

高
齢
者
介
護
担
当

富
田
正
義
　
久
島
文
子

原
田
良
二
　
志
村
信
幸

岡
部
桂
太
朗
　
白
鳥
恵
美
子

飯
島
公
子

広報うえのはら　No.1  10

上
野
原
市
職
員
配
置
表

2
月
13
日
付
け
で
職
員
の
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

政
策
秘
書
室

室
長

中
村
照
夫

政
策
秘
書
担
当

尾
形
壽
春
　
小
早
川
浩

小
澤
勇
人
　
長
田
美
香

総
務
部

部
長
　
久
島
　
啓

《
総
務
課
》

課
長
　
細
川
波
男

課
長
補
佐（
特
命
検
査
員
）

上
原
周
三

総
務
防
災
担
当

宮
地
　
昭
　
石
井
明
文

原
田
み
つ
子
　
織
田
輝
彦

守
屋
晴
彦
　
佐
藤
博
行

石
井
昇
一
　
橋
本
　
豊

平
子
幸
代
　
横
瀬
　
葵

管
財
担
当

奈
良
壽
弘
　
藤
本
保
彦

清
水
一
明
　
安
藤
哲
也

曽
根
　
剛
　
瀧
森
哲
也

岡
部
福
生

《
派
遣
》

山
梨
県

萩
原
　
淳
　
夘
月
正
一
郎

長
島
　
稔
　
杉
本
竜
一

秋
山
温
泉
担
当

原
田
保
則
　
小
俣
智
明

杉
本
厚
子

市
民
部

部
長
　
臼
井
和
文

《
税
務
課
》

課
長
　
中
村
初
男

課
税
担
当

課
長
補
佐
　
志
村
正
雄

黒
部
　
均
　
原
田
祐
二

落
合
好
子
　
志
村
　
勝

飯
田
清
美
　
臼
井
　
修

櫻
井
恵
美
　
水
越
智
徳

石
川
竜
也
　
早
野
高
志

収
納
担
当

佐
々
木
啓
之
　
小
俣
達
也

桑
名
壽
賀
子
　
安
留
　
圭

中
村
牧
子
　
石
田
信
和

《
市
民
課
》

課
長
　
安
藤
芳
夫

窓
口
担
当

久
島
和
夫
　
岡
部
当
子

安
留
栄
子
　
奈
良
陽
子

岡
部
ゆ
か
り
　
長
島
理
恵

原
田
浩
子
　
石
井
春
彦

坂
本
慎
吾

国
保
年
金
担
当

水
越
光
治
　
奈
良
裕
子

尾
形
憲
子
　
石
井
優
俊

池
田
忠
利
　
関
戸
広
延
　

秋
山
診
療
所

佐
藤
良
一
　
井
上
　
梢

古
谷
英
人
　

大
目
支
所
　
久
島
茂
夫

甲
東
支
所
　
加
藤
和
久

巌
　
支
所
　
桑
原
春
男

大
鶴
支
所
　
中
島
正
史

島
田
支
所
　
横
瀬
一
利

棡
原
支
所
　
岡
部
仁
勇

西
原
支
所
　
細
川
菊
夫

福
祉
環
境
部

（
福
祉
事
務
所
を
含
む
）

部
長（
所
長
）
上
條
　
喬

《
福
祉
課
》

課
長
　
原
田
敏
夫

福
祉
総
務
担
当

野
　
広
仁
　
志
村
光
造

川
田
利
一

障
害
福
祉
担
当

佐
藤
利
彦
　
小
俣
里
美

佐
藤
慎
也
　
長
島
雅
江

子
育
て
支
援
担
当

星
野
典
子
　
鷹
取
雅
臣

山
口
和
裕
　
尾
形
こ
ず
恵

加
藤
ま
す
み
　
原
田
栄
美

佐
々
木
春
枝
　
尾
形
佳
代

大
目
保
育
所

保
健
担
当

天
野
　
博
　
田
中
京
子

幡
野
智
子
　
加
藤
し
の
ぶ

横
瀬
　
愛
　
長
田
美
鈴

《
生
活
環
境
課
》

課
長
　
湯
川
清
平

生
活
環
境
担
当

山
口
礼
次
　
池
田
隆
根

田
中
重
則

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
担
当

長
田
喜
巳
夫
　
平
賀
愛
世

上
條
庄
太
郎
　
佐
藤
和
弘

上
原
千
歳
　
戸
田
博
昭

吉
田
晴
信
　
白
川
常
夫

梅
屋
美
信
　
長
田
光
喜

白
倉
　
朗

建
設
経
済
部

部
長
　
小
澤
岩
雄

《
経
済
課
》

課
長
　
大
神
田
光
司

農
村
振
興
担
当

課
長
補
佐
　
安
藤
　
豊

卯
月
は
る
み
　
尾
形
　
篤

水
越
孝
庸
　
相
原
正
文

関
戸
一
光

産
業
振
興
担
当

大
神
田
芳
美
　
奈
良
道
子

和
田
正
樹
　
尾
形
武
徳

安
藤
こ
ず
枝
　
佐
渡
忠
行

上
條
貴
透
　
飯
塚
宣
裕



大
額
昌
一
　
加
藤
豊
成

塩
路
博
昭

薬
剤
科

中
村
洋
子
　
中
山
寿
文

石
黒
　
靖
　
遠
藤
雅
之

鶴
切
聖
子
　
中
嶋
加
代
恵

臨
床
検
査
科

入
倉
欣
一
　
井
上
公
平

小
林
み
さ
お
　
大
谷
徳
義

重
森
　
恵
　
浦
山
奈
津
美

臨
床
工
学
科

矢
羽
根
英
樹
　
中
嶋
健
志

理
学
療
法
科

小
池
昭
一
　
澤
田
　
誠

庄
子
理
絵
　
三
浦
幸
雄

《
看
護
部
》

総
看
護
師
長
　
伊
藤
よ
う
子

看
護
師
長
　
沼
田
ま
り
子

看
護
師
長
　
瀧
森
静
江

看
護
師
長
　
金
子
理
津
子

看
護
師
長
　
杉
本
和
子

看
護
師
長
　
石
井
弥
生

植
松
美
鈴
　
畑
千
加
子

佐
藤
清
美
　
高
田
多
美
子

石
井
敬
一
　
水
越
み
ど
り

志
村
み
ず
き
　
小
俣
ち
は
る

和
田
優
子
　
網
野
幸
子

長
田
広
子
　
舩
木
幸
子

渡
邉
清
子
　
不
動
田
あ
け
み

小
林
雅
子
　
山
城
未
佳

山
田
か
つ
美
　
山
口
典
子

山
田
綾
子
　
市
川
紀
代
子

佐
野
純
一
　
大
塚
真
希

陳
野
　
洋
　
清
水
加
苗
子
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《
消
防
課
》

課
長
　
須
藤
博
仁

警
防
救
急
担
当

高
橋
清
房
　
後
藤
健
児

予
防
担
当

諸
角
成
功
　
磯
部
　
忠

小
林
　
輝
　
石
田
　
豊

《
消
防
署
》

署
長
　
溝
呂
木
忠
男

副
署
長
　
高
橋
秀
樹

第
1
部
担
当

野
沢
　
通
　
井
上
茂
雄

小
俣
直
人
　
細
田
貞
俊

井
上
幸
正
　
小
笠
原
春
雄

東
山
彰
司
　
岡
本
　
功

小
幡
昌
寿
　
市
川
順
健

小
林
茂
明

第
2
部
担
当

舩
木
万
一
　
清
水
由
雄

加
藤
　
剛
　
中
島
千
興

野
崎
孝
征
　
石
井
孝
昭

山
本
和
照
　
曽
根
洋
之

中
嶋
清
仁
　
矢
島
清
二

棡
原
出
張
所

奈
良
清
作
　
古
家
昭
浩

市
川
　
浩
　
山
口
　
実

宇
山
昌
希
　
守
屋
勝
彦

古
屋
英
樹

秋
山
出
張
所

佐
藤
　
茂
　
関
戸
光
一

富
田
公
治
　
鷹
取
芳
弘

渡
邉
　
久
　
古
瀬
村
健
司

生
稲
竜
二

《
建
設
課
》

課
長
　
市
川
正
末

計
画
担
当

佐
藤
通
朗
　
岡
部
貴
則

小
俣
孝
男
　
小
林
良
文

道
路
河
川
担
当

尾
形
　
修
　
大
神
田
秀
之

中
島
明
和
　
守
屋
正
夫

小
笠
原
嘉
秀
　
上
條
千
花

井
田
浩
由
　
花
本
弘
行

小
俣
清
一
郎

《
下
水
道
課
》

課
長
　
関
戸
　
寛

庶
務
担
当

課
長
補
佐
　
平
本
美
好

里
吉
利
行
　
中
村
　
慎

土
屋
貴
正
　
井
上
将
寿

施
設
担
当

福
井
英
明
　
富
田
昌
昭

原
田
大
甫
　
原
愼
太
郎

会
計

《
会
計
課
》

課
長
　
高
橋
武
久

会
計
担
当

上
條
昭
仁
　
小
笠
原
政
仁

網
野
妙
子
　
望
月
聖
子

議
会

《
議
会
事
務
局
》

局
長
　
佐
藤
房
義

尾
形
公
芳
　
原
田
　
宙

教
育
委
員
会

《
学
校
教
育
課
》

課
長
　
志
村
　
茂

学
校
教
育
担
当

久
島
義
三
　
杉
本
和
代

山
口
昌
美
　
小
早
川
京
子

石
井
源
仁
　
岡
部
紀
子

原
田
和
子

上
野
原
中
学
校

小
澤
悦
子

上
野
原
小
学
校

岡
本
智
恵
子

沢
松
幼
稚
園

水
越
光
子
　
遠
山
美
保
子

大
鶴
幼
稚
園

尾
形
元
子
　
石
井
美
佐
子

《
社
会
教
育
課
》

課
長
　
小
笠
原
徳
喜

社
会
教
育
担
当

織
田
隆
義
　
小
林
き
よ
み

佐
藤
静
子
　
天
野
　
久

桑
名
定
則
　
小
西
直
樹

加
藤
政
彦
　
吉
村
　
茂

図
書
館
担
当

浅
井
文
隆
　
佐
藤
　
正

東
海
林
美
月

市
民
プ
ー
ル
担
当

臼
井
一
則
　
斎
藤
治
士

自
然
の
里
担
当

山
　
貞
次
郎
　
大
神
田
道
成

水
道
事
業

《
水
道
課
》

課
長
　
加
藤
武
夫

庶
務
担
当

課
長
補
佐
　
梅
原
秀
雄

荒
井
か
ず
み
　
河
野
彰
夫

山
下
　
学

工
務
担
当

課
長
補
佐
　
米
山
清
孝

井
上
勝
正
　
佐
藤
丈
彦

簡
易
水
道
担
当

山
口
宏
行
　
河
内
清
元

田
中
辰
雄

市
立
病
院

院
長
　
両
角
敦
郎

《
診
療
部
》

脳
神
経
外
科

副
院
長
　
長
坂
光
泰

産
婦
人
科

内
田
雄
三

内
科

上
條
武
雄
　
田
尻
亮
輔

外
科橋

章
弘
　
小
林
敏
樹

泌
尿
器
科

相
川
雅
美

小
児
科

佐
藤
和
正

眼
科

杉
山
　
茂

整
形
外
科

石
塚
　
謙
　

エ
ッ
ク
ス
線
科

牧
野
由
美
子
　
志
村
昌
未

澤
田
直
美
　
星
　
清
美

小
俣
朱
美
　
奥
平
佳
美

渡
邊
ト
モ
子
　
小
俣
と
し
子

山
田
む
つ
よ
　
田
原
朝
子

加
藤
悦
子
　
曽
根
千
恵
子

岡
部
　
榮
　
坂
本
衣
智
子

鷹
取
光
代
　
長
田
ま
ゆ
み

加
藤
尚
子
　
天
野
小
百
合

佐
藤
聰
子
　
北
條
聡
子

矢
羽
根
美
由
紀
　
渡
辺
幸
子

小
俣
香
織

《
事
務
部
》

事
務
長
　
小
俣
幸
三

施
設
管
理
担
当

事
務
長
補
佐
　
清
水
　
博

庶
務
担
当

小
佐
野
進
　
杉
本
み
代
恵

福
嶋
孝
洋
　
山
口
圭
太

医
事
担
当

加
藤
孝
行

消
防
本
部

消
防
長
　
近
田
　
始

《
庶
務
課
》

課
長
　
土
屋
秀
比
古

課
長
補
佐
　
守
重
富
長

庶
務
担
当

久
島
末
夫
　
奈
良
雄
三

清
水
正
司
　
杉
本
桂
司

岡
部
恭
一

派
遣
　
大
月
市
消
防
本
部

井
上
信
一
　
上
條
至
弘



小
坂
武
子
（
本
一
）

三
島
政
美
（
本
二
）

菅
野
　
賢
（
本
三
北
、
中
）

上
條
長
　
（
本
三
南
）

長
田
　
隆
（
原
1
、
2
区
）

長
坂
裕
子
（
原
3
、
4
区
）

鈴
木
　
香
（
田
町
）

細
川
英
光
（
新
田
倉
）

山
口
正
文
（
羽
佐
間
北
）

桑
名
孝
子
（
羽
佐
間
南
）

石
川
康
夫
（
小
沢
、
小
沢
団
地
、

小
沢
東
団
地
）

水
越
重
利
（
西
シ
原
）

奈
良
き
く
（
新
井
）

佐
藤
生
智
夫
（
八
米
）

落
合
　
保
（
向
風
、
山
風
呂
）

野
伏
清
美
（
奈
須
部
、
先
祖
・

丸
畑
）

●
棡
原
地
区

山
口
好
昭
（
尾
続
）

橋
孝
榮
（
用
竹
）

村
　
昭
（
井
戸
）

白
鳥
秋
子
（
小
伏
）

田
村
三
千
惠
（
椿
）

木
下
治
老
（
猪
丸
）

長
田
稔
彦
（
日
原
）

大
窪
　
正
（
大
垣
外
）

吉
村
　
厚
（
沢
渡
東
）

渡
　
勝
夫
（
沢
渡
西
）

●
西
原
地
区

中
山
義
秀
（
初
戸
）

舩
木
昭
男
（
藤
尾
）

●
大
目
地
区

上
條
弘
子
（
日
向
、
花
坂
、
泉

ホ
ー
ム
）

水
越
啓
子
（
東
大
野
、
西
大
野
）

梶
原
正
明
（
南
米
沢
、
高
橋
）

上
條
定
男
（
矢
坪
、
新
田
、
談

合
坂
）

米
山
や
す
ゑ
（
谷
後
、
日
留
野
、

大
田
、
大
沢
）

清
水
敬
正
（
犬
目
中
、
下
、
安

達
野
）

岡
部
英
雄
（
恋
塚
、
犬
目
上
、

上
ノ
山
）、

●
甲
東
地
区

安
藤
武
光
（
芦
垣
）

溝
呂
木
登
美
夫
（
和
見
）

和
智
利
光
（
東
区
、
瀬
渕
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

久
島
直
明
（
西
区
）

白
倉
勝
雄
（
棚
頭
）

志
村
昭
吾
（
荻
野
）

中
村
哲
雄
（
野
田
尻
）

●
巌
地
区

原
田
ヒ
サ
（
仲
山
・
大
椚
）

芹
川
義
弘
（
八
ッ
沢
）

不
動
田
仁
弘
（
松
留
）

大
神
田
謙
司
（
松
留
）

水
越
晴
代
（
牧
野
、
栃
穴
、
杖

突
）

加
藤
　
洋
（
久
保
、
千
足
）

月
村
用
一
（
当
月
、
仲
居
）

小
俣
富
子
（
奥
平
下
）

加
藤
　
広
（
奥
平
上
）

内
田
伸
帆
（
川
合
）

寺
林
勝
美
（
コ
モ
ア
し
お
つ
一

丁
目
）

今
　
友
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ
二

丁
目
）

中
井
幸
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ
三

丁
目
）

河
上
惠
美
子
（
コ
モ
ア
し
お
つ

四
丁
目
）

●
大
鶴
地
区

加
藤
智
恵
子
（
鶴
川
、
上
野
山
）

市
川
節
子
（
大
椚
）

市
川
晴
一
（
日
野
）

内
田
幸
次
郎
（
小
倉
）

細
川
征
四
郎
（
大
倉
）

吉
房
紀
代
春
（
大
曽
根
、
大
曽

根
陽
光
台
）

●
島
田
地
区

加
藤
一
夫（
上
新
田
）

小
俣
　
子（
中
新
田
）

塚
本
和
　
（
下
新
田
）

鈴
木
敏
行
（
駒
門
）

井
上
典
子
（
西
区
）

井
本
克
二
（
東
区
）

平
本
光
明
（
南
区
）

市
川
武
士
（
田
野
入
）

●
上
野
原
地
区

金
子
節
子
（
諏
訪
）

古
家
　
保
（
塚
場
）

岡
部
和
夫
（
新
一
南
）

石
井
　
夫
（
新
一
北
、
中
）

辺
見
佳
子
（
新
二
）

瀧
口
成
子
（
新
三
）

舩
木
克
之
（
田
和
・
上
平
）

瀧
森
　
孝
（
川
通
）

冨
岡
剛
勇
（
扁
盃
・
下
城
）

古
家
正
一
（
郷
原
）

宇
津
木
紀
正
（
原
）

奈
良
和
雄
（
飯
尾
）

●
秋
山
地
区

藤
本
嘉
一
（
無
生
野
）

原
田
悦
子
（
浜
沢
、
原
）

杉
本
仁
子
（
尾
崎
）

佐
藤
松
子
（
寺
下
）

加
藤
泰
長
（
板
崎
）

佐
藤
孝
子
（
遠
所
）

志
村
高
雄
（
大
地
、
栗
谷
）

井
上
照
代
（
中
野
）

関
戸
七
五
三
（
神
野
）

加
藤
宗
利
（
小
和
田
、
古
福
志
）

平
賀
ま
き
子
（
桜
井
）

原
田
京
子
（
富
岡
）

原
田
公
夫
（
一
古
沢
、
金
山
）

佐
藤
千
勢
子
（
安
寺
沢
）

●
主
任
児
童
委
員

守
屋
　
實
（
全
市
）

小
俣
憲
子
（
全
市
）

澤
井
み
よ
子
（
全
市
）

佐
藤
ゆ
き
子
（
全
市
）

小
俣
幸
子
（
全
市
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
17
年
2
月
13
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
上
野
原
市
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
山
梨
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
19
年
11
月
30
日
ま
で
の
約
3
年
間
で

す
。今

後
、
福
祉
行
政
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
み
な
さ

ん
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
敬
称
略
）
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3 問い合わせ
子育て支援担当
電話 62-3115

 

保健担当
電話 62-4134

13 広報うえのはら　平成17年3月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（3/1～3/31までの予定）
《旧上野原町》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

《旧秋山村》

◎受付時間 午後1：30～2：00
◎場　　所 国保直営診療所（秋山診療所）

★結核予防接種

◎対 象 者 生後3か月～4歳未満の未接種児
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、ボールペン
◎場　　所 市民会館（旧町民会館）
◎受付時間 午後1：15～1：40
※陰性の判定を受けた乳幼児は、判定日にＢＣＧ
（生ワクチン）を接種します。

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
歯ブラシ・健康診査票
母子健康手帳・歯ブラシ
健康診査票・早朝尿

★子どもの予防接種週間
平成17年3月1日（火）～7日（月）まで、日本医

師会などの主催により、予防接種週間が実施される
ことになりました。
通常の診療時間に予防接種が受けにくい方に対

し、土曜日、日曜日、平日の夜間（午後6時頃～8時
頃）に予防接種を行います。
実施医療機関名については、子育て支援担当まで

お問い合わせください。

★１日人間ドック（働きざかり花の実年検診）
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方を含む）
◎場　　所 ①市立病院 ②ＪＡ厚生連（甲府市）
◎検 診 日 ①毎週木曜日②3月4日（金）
◎検 診 料 自己負担金 男性8,000円

（昼食代含む） 女性8,600円
◎申込み先　①市立病院（162-5121）

②クレイン農協北都留支店（163-1111）
およびクレイン農協各支店へ直接お
申し込みください。

※オプション検査もありますので、詳細は各施設
へお問い合わせください。

★みんなの健康相談（3/1から3/31までの予定）

◎対 象 者 市内にお住まいの方
◎内　　容 血圧測定、体重測定、健康相談、

尿検査等
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

母子健康手帳

★献血にご協力を
◎実施日および実施場所
・3月27日（日）旧山梨信用金庫しおつ支店駐車場
・3月31日（木）市役所前庭
◎時　　間　各日 午前10：00～12：00

午後 1：00～ 3：00
◎内　　容 200ml、400ml、成分献血
※27日の協力団体は、上野原市消防団巌分団です。
問い合わせは、巌分団事務局市役所巌支所へお
願いします。（162－4105）

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

該当児
平成16年
11月生
平成16年
4月下旬・
5月生
平成15年
8月生
平成13年
12月生

実施日
3月25日
（金）

3月18日
（金）

3月9日
（水）
3月16日
（水）

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

乳児
健診

該当児
平成16年
3・6・9・11
月生

実施日

3月29日
（火）

実施内容
ツベルクリン反応検査
ツベルクリン反応判定
ＢＣＧ接種

実施日
3月2日（水）

3月4日（金）

実施日
3月 1日（火）
3月 7日（月）
3月18日（金）
3月22日（火）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午前 9：30～11：00
午後 1：30～ 2：30

場　　　所
市 民 会 館
コモア3丁目集会所
西 原 支 所
棚 頭 集 会 所

保健担当 



局（
1
62
│

3
4
0
9
）ま
た
は

財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

山
梨
県
支
部（
1
0
5
5
│

2
5

3
│

1
9
0
6
）

C

AC

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,000円

対象とな

りません

上記補償に身体・財物賠
償　合算で
1事故500万円を加算

500円

2,000円

1,000円

5,000円

150万円

3,150万円2,100万円団体活動中と
その往復中

1,050円
100万円団体活動中とそ

の往復中以外

AW・中学生以下の子ども

対象となる
事故の範囲

加入
区分

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人

3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償 1人 1億円

1事故 5億円
財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

対　象 掛金
（1人年額）

傷害保険
死亡 後遺障害 入院 通院

賠償責任保険
（支払限度額）

共済
見舞金団体

子
ど
も
の
団
体

身体・財物賠償　合算で
1事故500万円
（免責1,000円）

・子どもと一緒にスポーツ活
動を行う大人（指導者）

身体賠償 1人 1億円
1事故 5億円

財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

A 団体活動中と
その往復中

団体活動中と
その往復中

500円 2,000万円
最高 日額日額

※5人以上のグループで加入してください。★保険期間は、平成17年4月1日から翌年3月31日までとなります。

礎
年
金
と
と
も
に
障
害
を
持
っ
た

方
の
所
得
保
障
制
度
で
あ
り
、
20

歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
り
、
在
宅
で
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
制
限

支
給
対
象
者
が
身

体
障
害
者
療
養
施
設
等
に
入
所

し
た
場
合
、
お
よ
び
継
続
し
て

3
か
月
以
上
病
院
、
療
養
所
に

入
院
し
て
い
る
場
合
は
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
受
給
資
格
者
お
よ
び
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
と
き
は
、
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

こ
の
手
当
を
受

給
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

「
特
別
障
害
者
手
当
認
定
請
求

書
」
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
重
度
障

害
児
に
対
し
、
そ
の
障
害
に
よ
る

精
神
的
、
物
質
的
な
特
別
な
負
担

の
軽
減
の
一
助
と
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
、
20
歳
未
満
で
、
重
度

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

広報うえのはら　No.1  14

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
4
月
1
日（
金
）

〜
5
月
31
日（
火
）
ま
で
の
開
庁

時
間
中
に
市
役
所
税
務
課
で
行
い

ま
す
。

た
だ
し
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

納
税
者
、
納
税
者
の
同
意
ま
た
は

委
任
を
受
け
た
方
、
納
税
管
理
人
、

納
税
者
と
の
同
居
の
親
族
の
方
に

限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
1
62
│

3
1
1
3
）

3
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
月
2
回

も
み
じ
ホ
ー
ル
（
市
文
化
ホ
ー
ル
）

の
一
室
を
「
子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー

ム
」
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
親
子

が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
情
報

交
換
の
場
所
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
9
日（
水
）・
23
日

（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
旧
上
野
原
町

で
一
度
申
し
込
み
さ
れ
た
方

は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
1
62
│

3
4
0
9
）

人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
に
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
1
62
│
3
1
1
5
）

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

《
特
別
障
害
者
手
当
》

特
別
障
害
者
手
当
は
、
障
害
基

●
支
給
制
限

支
給
対
象
障
害
児

が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
等

の
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
、

お
よ
び
障
害
児
が
肢
体
不
自
由

児
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と

き
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
手
当
に
は
所

得
制
限
が
あ
り
、
受
給
資
格
者

お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
と
き
は
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

こ
の
手
当
を
受

給
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

「
障
害
児
福
祉
手
当
認
定
請
求

書
」
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
1
62
│

3
1
1
5
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
5
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
に
最
適
な
保
険
で

す
。な

お
、
下
表
の
保
険
以
外
に
も

「
大
人
の
団
体
保
険
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
内
容
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
体
育
協
会
事
務
局
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所 

子供の心配ごと相談 

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

子供のいじめ相談 

行 政 相 談 所  

職業安定所出張相談 

社 会 保 険 相 談 所  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

10日・24日 市老人福祉センター 

市老人福祉センター 
163-3444

市役所相談室３ 

奈良貞夫さん宅 
163-1029

もみじホール相談室 

もみじホール 
会議室１ 

商工会  

織物工業協同組合 

午前  10：30 ～ 午後 4：00
毎週月・木曜日（祝日を除く） 
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
毎日 
午後 6：00 ～ 午後 9：00  

10日 
午前 9：30 ～ 午後 4：00

 
 

毎週日・水曜日 
午前 9：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日 
　　　　　　　（祝日を除く）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 午前 9：00 ～ 午後 4：00
 
 

3月の相談日 

  市役所会議室A

163-5700 
70120-28-7830

 

午前 10：00 ～ 午後 3：00
1日・15日 

 

 

 

18日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00

  

後
払
い
が
可
能
で
す
。

《
口
座
振
替
割
引
制
度
》

現
在
、
保
険
料
の
口
座
振
替
で

は
保
険
料
は
翌
月
に
引
き
落
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
4
月
か

ら
口
座
振
替
に
よ
り
当
月
引
き
落

と
し（
例
・
4
月
分
が
4
月
末
日

引
き
落
と
し
）に
す
る
と
保
険
料

が
40
円
割
引
に
な
る
口
座
振
替
割

引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。「
国
民

年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出

書
」
に
必
要
事
項
の
ほ
か
、
振
替

方
法
欄
に
「
４
早
割
」
と
記
入
し

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
平
成
17
年

4
月
分
か
ら
割
引
を
開
始
す
る
に

は
、
3
月
15
日
ま
で
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。「
国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
は
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
市
民
課
国
保
年

金
担
当
に
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
納
付
等
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
》

市
で
は
、
山
梨
社
会
保
険
事
務

局
大
月
事
務
所
と
合
同
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
相
談
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
自
分
の
年
金

状
況
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す
る

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

●
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
F
A

X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

雨
宮
・
金
子（
1
0
5
5
3
―

2

2
―

1
3
7
8

5
0
5
5
3

―

2
2
―

6
4
1
9
）

E:m
ail:sodan@

rogako.kai.ed.jp

防
犯
灯
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た

平
成
16
年
12
月
14
日
、
東
京
電

力
株
式
会
社
大
月
支
社
か
ら
、
地

域
の
犯
罪
防
止
の
環
境
づ
く
り
に

寄
与
し
た
い
と
、
防
犯
灯
10
基
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
防
犯
灯
は
、
壊
れ
た
も
の
と
の

交
換
な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

等
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
23
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

市
役
所
会
議
室
A（
1

階
　
市
民
課
隣
り
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当(

1
62
―

3
1
1
2)

ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所(

1
22
―

3
8
1
1)

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚
士
や
専
門

の
教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

3
月
20
日（
日
）〜
21
日

（
月
）
の
2
日
間
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と
「
こ

秋
山
地
区
の
郵
便
番
号
変
更

の
お
知
ら
せ

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

や
広
報
紙
に
お
い
て
、、
秋
山
地

区
の
各
施
設
の
郵
便
番
号
が
、
従

前
の
郵
便
番
号
の
記
載
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
郵
政
公
社
の
都
合
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
後→

4
0
1
―

0
2
0
1

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
山
郵
便
局

(

1
56
―

2
0
0
1)

国
民
年
金
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

若
年
層
の
雇
用
環
境
が
厳
し
い

こ
と
や
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な

ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、
所
得
の
低

い
若
い
世
代
の
年
金
加
入
と
保
険

料
納
付
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平

成
17
年
4
月
よ
り
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
30
歳

未
満
の
第
1
号
被
保
険
者
本
人

（
お
よ
び
配
偶
者
）の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。な

お
、
保
険
料
は
10
年
以
内
に



〔画題〕相撲図（吉葉山・鏡里）紙本着色・軸装・共箱・昭和29年作
〔 題 〕相撲・ブロンズ・共箱・昭和14年作、第3回新文展出品
〔作者〕石井鶴三

いしいつ る ぞ う

（彫刻家）
〔作者略歴〕
東京都生まれ、師小山正太郎

こやましょうたろう

、加藤景雲
かとうけ い う ん

、長じて東京美術学校（現東
京芸術大学）卒、日本美術院同人、春陽会員、日本版画協会長、相撲
博物館長、東京芸術大学彫刻科教授（石井教室）、芸術院会員。彫塑、
油彩、水墨、水彩、挿絵、版画。また、文筆も良くし、その全てに真
剣勝負を挑んだ、マルチプル人間鶴三。当市には、終戦直後、石井教
室の助教授である故笹村草家人

ささむらそうかじん

の先住する尾続の故山口民蔵氏の別荘
に居し、特に縁が深い。昭和48年没、85才。

石川
いしかわ

義
ただし

（日本画家）
〔画題〕富士桜（富士）
紙本着色・額装・20号・共シール付、石川県生まれ・日展評議員・現存

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。）

な
お
、
株
式
等
の
譲
渡
所
得
の

あ
る
方
は
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
確
定

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡

所
得
の
あ
る
方
は
ご
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
1
22
│

3
1
5
3
）
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書画展示のお知らせ
（市役所1階会計課横）3月1日～3月31日まで

次回･･･4月展示

上
野
原
市
立
病
院
か
ら

お
知
ら
せ

小
児
科
の
常
勤
医
師
2
名
の
う

ち
1
名
が
3
月
末
で
退
職
い
た
し

ま
す
。
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

新
卒
医
師
に
対
す
る
臨
床
研
修
制

度
の
影
響
を
受
け
て
、
関
連
病
院

で
あ
る
山
梨
大
学
医
学
部
の
医
師

不
足
な
ど
か
ら
、
4
月
以
降
大
学

側
の
小
児
科
医
師
派
遣
の
見
通
し

が
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
小
児

科
の
入
院
お
よ
び
小
児
科
の
補
助

が
必
要
な
産
婦
人
科
の
出
産
に
つ

い
て
、
当
分
の
間
休
止
い
た
し
ま

す
。
小
児
科
に
お
い
て
、
夜
間
・

休
日
な
ど
の
時
間
外
の
患
者
様
の

受
け
入
れ
が
困
難
な
状
況
と
な
る

場
合
や
、
他
院
が
か
か
り
つ
け
の

場
合
や
小
児
科
医
の
診
察
・
処
置

を
必
要
と
す
る
場
合
あ
る
い
は
入

院
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
な

ど
は
、
受
け
入
れ
可
能
な
八
王
子

市
も
し
く
は
県
内
の
病
院
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
慢
性
疾
患
で
定
期
的
に

受
診
し
て
い
る
場
合
お
よ
び
最
近

3
か
月
以
内
に
時
間
内
の
外
来
を

受
診
し
て
い
る
場
合
や
、
小
児
科

医
不
在
で
も
受
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
さ
ら
に
産
婦
人
科
に
お
け

る
妊
娠
初
期
の
診
察
や
検
診
に
つ

き
ま
し
て
は
、
可
能
な
限
り
従
来

ど
お
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

上
野
原
市
立
病
院
と
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
ま
す
よ
う
、
今
後
も
山
梨
大

学
医
学
部
に
対
し
て
継
続
的
に
協

力
要
請
を
行
い
、
医
師
確
保
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
立
病
院
医
事

担
当（
1
62
―

5
1
2
1
）

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

1
月
21
日
、
北
都
留
青
色
申
告

宣
言
の
街
推
進
委
員
会
で
は
、

「
租
税
知
識
と
青
色
申
告
制
度
推

進
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会

を
行
い
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら

金
賞
4
名
、
銀
賞
5
名
、
銅
賞
8

名
、
佳
作
32
名
の
入
選
者
を
決
定

し
ま
し
た
。
旧
上
野
原
町
内
の
金

賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
入
選
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
金
賞
】

▼
大
月
税
務
署
長
賞

・
知
見
侑
紀
（
上
野
原
中
）

▼
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
長
賞

・
岡
部
有
紀
子
（
巌
中
）

▼
北
都
留
郡
町
村
会
長
賞

・
相
川
真
未
（
平
和
中
）

▼
青
色
推
進
委
員
長
賞

・
安
藤
瑠
里
香
（
上
野
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
北
都
留
郡
議
長
会
会
長
賞

・
中
村
華
子
（
平
和
中
）

▼
上
野
原
町
商
工
会
会
長
賞

・
平
本
美
樹
（
島
田
中
）

▼（
社
）大
月
青
色
申
告
会
上
野
原

支
部
長
賞

・
中
村
智
寛
（
上
野
原
中
）

【
銅
賞
】

戸
田
裕
美（
平
和
中
）・
尾
形
知

也（
巌
中
）・
上
條
綾
香（
島
田

中
）・
原
和
広（
上
野
原
中
）・

長
田
麻
友
美（
棡
原
中
）・
長
田

佳
介（
西
原
中
）

不
燃
性
粗
大
ご
み
の

予
約
方
法
の
訂
正
に
つ
い
て

旧
上
野
原
町
で
発
行
し
た
平
成

17
年
上
野
原
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
、
家
庭
ご
み
の
わ
け
方
・

出
し
方
の
不
燃
性
粗
大
ご
み
の
項

目
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

誤
　
予
約
は
各
地
区
指
定
さ
れ
た

土
曜
日
の
午
前
中
ま
で

↓

正
　
予
約
は
各
地
区
指
定
さ
れ
た

土
曜
日
の
前
日
・
・

午
前
中
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
1
63
―

5
3
5
3
）

大
月
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

定
申
告
書
な
ど
の
作
成
（
検
算
）

が
で
き
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
た
確
定
申
告
書
は
、
そ

の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
印
刷
の
際
は
、
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●
活
動
内
容

上
野
原
市
周
辺
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
平
成
17
年
4

月
〜
18
年
3
月
ま
で
の
1
年
間

を
と
お
し
て
活
動
を
し
ま
す
。

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ

と
④
協
力
し
集
団
活
動
が
で
き
る
こ

と
⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
基
本
的
に
は
も
み
じ
ホ

ー
ル
）ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
申
込
み
期
限
　
3
月
14
日（
月
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
1
62
│

3
4
0
9
）

1
月
23
日
、
旧
上
野
原
町
に
お

い
て
、
第
48
回
上
野
原
町
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
の
部
》

①
東
京
農
大（
1
時
間
6
分
39
秒
）

②
山
梨
市
ク
ラ
ブ（
1
時
間
11
分
17

秒
）

③
甲
府
工
業
高
校（
1
時
間
12
分
4

秒
）

《
町
内
体
協
の
部
》

①
上
野
原
東
部
体
育
会（
1
時
間
19

分
26
秒
）

②
棡
原
体
育
会（
1
時
間
21
分
0
秒
）

③
島
田
体
育
会
（
1
時
間
21
分
49
秒
）

《
町
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
A

（
1
時
間
15
分
39
秒
）

②
富
士
航
空
電
子（
株
）（
1
時
間
21

分
24
秒
）

③
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
B

（
1
時
間
23
分
27
秒
）

《
町
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会（
1
時
間
23
分
13
秒
）

②
巌
体
育
会（
1
時
間
27
分
47
秒
）

③
上
野
原
中
部
体
育
会（
1
時
間
28

分
16
秒
）

《
中
学
男
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
A（
1
時
間
18
分
33
秒
）

②
巌
中
学
校
B（
1
時
間
19
分
59
秒
）

③
上
野
原
中
学
校（
1
時
間
22
分
40

秒
）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
A（
1
時
間
31
分
23
秒
）

②
上
野
原
中
学
校
（
1
時
間
34
分
10

秒
）

③
巌
中
学
校
B（
1
時
間
35
分
0
秒
）

《
町
内
小
学
男
子
の
部
》

①
島
田
タ
イ
ガ
ー
ス
A（
17
分
34
秒
）

②
四
方
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
A（
18
分

1
秒
）

③
大
鶴
リ
ト
ル
フ
レ
ン
ズ
A（
18
分

16
秒
）

《
町
内
小
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
20
分
45
秒
）

②
棡
原
体
育
会
A（
20
分
57
秒
）

③
大
鶴
体
育
会
（
21
分
41
秒
）

第
48
回
上
野
原
町
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

ス
タ
ー
ト
の
様
子

▲

広報うえのはらファイル
ブックを作成しました

広報うえのはらを約2年分綴ること
ができるファイルブックを作成しまし
た。
まだ、届いていない場合は、市役所
企画課および市民課に用意してありま
すのでご活用ください。
●問い合わせ
企画課企画調整担当（162－3118）

平
成
17
年
度
上
野
原

自
然
探
検
隊
隊
員
の
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
17
年
度
上
野
原
自
然
探

検
隊
新
規
探
検
隊
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象

新
小
学
3
年
生
〜
新
小

学
6
年
生（
20
名
程
度
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
野
原

小
学
校
教
諭
　
中
込
一
雄
先
生

他
数
名

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
す
る
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
。

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
。

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

2
級
課
程
の
受
講
者
募
集

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

で
は
、
次
の
と
お
り
山
梨
県
指
定

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間

平
成
17
年
4
月
19
日
〜

7
月
10
日
ま
で
の
月
・
木
・
土

曜
日
の
全
日
132
時
間
の
コ
ー
ス

●
実
施
場
所

講
義
・
演
習

上
野
原
市
役
所

実
習

上
野
原
市
内
、
立
川
市

内
、
日
野
市
内
、
国
分
寺
市
内

な
ど

●
定
員

35
名

●
費
用

5
6
8
0
0
円

●
申
込
み
方
法

に
ん
じ
ん
の
会

事
業
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
講
習
の
案
内
」
お
よ
び
申
込

み
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。
申
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
受
講
対
象
者
　
上
野
原
市
近
隣

に
在
住
、
在
勤
で
通
学
可
能
な

方
●
申
込
み
期
限
　
4
月
12
日（
火
）

午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会
、
デ

イ
ホ
ー
ム
に
ん
じ
ん
・
上
野
原

（
1
62
│

6
2
2
2
）



大
目
地
区
　
上
條
珠
季

た
ま
き（
貴
透
）

甲
東
地
区
　
奈
良
逞
己

た
く
み（

早
人
）、

志
村
梓
桜

し
お
ん（
浩
史
）

巌
地
区
　
志
村
姫
菜
乃

ひ

な

の（
誠
）

島
田
地
区
　
大
久
保
黎
皇

れ

お

（
裕
吏
）

上
野
原
地
区
　
中
大
路
姫
花

ひ
め
か（
達

也
）、加
藤
晴
南
日

は

な

か

（
淳
一
郎
）、
佐

藤
操み

さ
お

（
昭
二
）、
横
瀬
ほ
の
か（
文

明
）、
植
松
奈
央

な

お

（
克
之
）、
佐
藤

華
蓮

か
れ
ん（
昌
利
）

棡
原
地
区
　
網
野
菜
美

な

み（
平
男
）

秋
山
地
区
　
井
上
雄
翔

ゆ
う
と（
吉
國
）、

加
藤
希
空

の

あ（
浩
二
）

大
目
地
区
　
岡
部
幸
一
＝
浅
間
愛

子上
野
原
地
区
　
横
田
秀
和
＝
　
根

由
利
子

秋
山
地
区
　
佐
藤
武
志
＝
小
林
香

織大
目
地
区

後
藤
う
め
の（
文
男
）、

婚 

姻 

誕 

生 

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
窓
口
に
希
望
が

あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝

広報うえのはら　No.1  18

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 長田 澪来
れ い ら

ちゃん（4歳）
涼太郎
りょうたろう

くん（1歳5か月）
秀行さんと千春さんの長女・長男

“ずっと仲良く元気いっぱい大きくなってね”

上野原地区 小俣 天音
あ ま ね

ちゃん（5歳）
幸之輔
こ う の す け

くん（3歳）
浩さんと佐栄さんの長女・長男

“いつもいっしょに大笑いしようね”

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

死 

亡 

小
さ
な
お
子
さ
ん
に
薬
を
飲
ま

せ
る
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
こ

と
で
す
。
小
児
用
の
薬
は
改
良
さ

れ
て
随
分
飲
み
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
苦
い
薬
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
嫌
が
る
か
ら
と
い

っ
て
指
示
ど
お
り
に
飲
ま
な
い
と

効
果
が
半
減
し
、
病
気
が
治
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
薬
を
嫌
が
る

と
き
は
少
し
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
は
満
腹
の
と
き
は
薬
を

嫌
が
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
食

前
に
与
え
る
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
1
回
分
を
何
回
か
に
分

け
て
与
え
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
嫌

が
っ
て
も
根
気
強
く
与
え
て
い
れ

ば
、
子
ど
も
も
飲
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。
1

日
の
分
量
は
必
ず
そ
の
日
の
う
ち

に
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

シ
ロ
ッ
プ
薬
は
1
回
分
を
ス
プ

ー
ン
や
ス
ポ
イ
ド
に
と
っ
て
口
の

奥
に
入
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
哺

乳
ビ
ン
の
乳
首
を
利
用
し
て
も
い

い
で
す
し
、
コ
ッ
プ
で
飲
ま
せ
て

も
良
い
で
す
。
粉
薬
は
少
量
の
水

で
練
っ
て
清
潔
な
指
で
上
あ
ご
や

頬
の
内
側
に
つ
け
、
そ
の
後
に
水

な
ど
を
飲
ま
せ
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。嫌

が
る
と
き
の
工
夫
で
す
が
、

粉
薬
は
ジ
ャ
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ハ
チ
ミ
ツ

（
1
歳
以
上
）、
練
乳
な
ど
に
練
り

込
ん
で
与
え
る
と
薬
の
苦
み
や
味

を
感
じ
に
く
く
な
り
飲
み
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ブ
ラ
ー
ト

に
包
ん
だ
り
、
カ
プ
セ
ル
に
入
れ

た
り
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
小

児
用
の
ペ
ー
ス
ト
状
の
オ
ブ
ラ
ー

ト
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
薬

で
味
の
濃
い
も
の
は
少
量
の
水
や

ジ
ュ
ー
ス
で
薄
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

注
意
点
と
し
て
は
、
ミ
ル
ク
の

中
に
薬
を
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。

ミ
ル
ク
の
味
が
変
わ
る
た
め
ミ
ル

ク
嫌
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
も
し
も
、
飲
ん
だ
薬
を
す
ぐ

に
吐
い
て
し
ま
っ
た
時
は
、
1
〜

2
時
間
た
っ
て
落
ち
着
い
て
か
ら

も
う
一
度
飲
ま
せ
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

小
児
の
薬
の

上
手
な
飲
ま
せ
方

上
野
原
市
立
病
院
　
小
児
科

佐
藤
　
和
正
　
医
長

NO.1



上
條
か
ね（
喬
）、
椎
名
た
ね（
榮
）、

清
水
勇（
浅
江
）

甲
東
地
区

富
田
チ
エ
子（
知
治
）、

杉
本
俊
雄（
佐
藤
良
子
）、
戸
田
君

代（
剛
士
）、
和
智
愛
子（
杏
一
）

巌
地
区

佐
藤
多
美
子（
学
）、
小

俣
濱
子（
長
利
）、
大
神
田
實（
支
考
）

大
鶴
地
区

池
田
や
す（
員
又
）

島
田
地
区

橋
本
ハ
ル
子（
敏
彦
）、

小
林
辰
雄（
信
也
）

上
野
原
地
区

小
佐
野
　
満
子（
井

上
武
寛
）、
細
川
徳
一
（
昭
徳
）、

佐
藤
芳
太
郎（
誠
）、
富
田
眞
史

（
一
成
）、
上
條
利
家（
敬
行
）、
河

内
厚（
大
樹
）、
宮
地
音
平（
昭
）、

弦
桐
宜
子（
毅
）、
石
井
義
久（
昇
）、

橋
本
茂
男（
水
野
一
宏
）、
武
原
淳

子（

文
）、
安
藤
一
博（
史
博
）、

中
島
龍
江（

忠
）、

橋
和
子（
延

嘉
）、
東
山
和
義（
誠
）

棡
原
地
区

矢
上
典
利（
光
利
）

19 広報うえのはら　平成17年3月号　　　　　

3月の資源ごみ収集日
島田地区 5日
甲東地区（荻野を除く）、大鶴地区、
仲山・大椚、上野原地区 12日
（先祖・丸畑、奈須部を除く）

大目地区、荻野、巌地区（仲山・大椚、コモアを除く）、
先祖・丸畑、奈須部、棡原地区、西原地区 19日
コモア 26日
秋山地区 合併前に決められた日
※午前８時までに集積所に出してください。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

一
般
書

◇
『
だ
い
こ
ん
』

山
本
一
力
／
著
　
光
文
社

◇
『
白
蛇
教
異
端
審
問
』

桐
野
夏
生
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
火
を
喰
う
者
た
ち
』

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン

ド
／
著
　
河
出
書
房
新
社

上
野
原
市
立
図
書
館 
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5
2

1

4

ー 

1

3
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日 

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27
 
28 29 30 31   

　 　　　  4 5

 

 

 

　3　  　2　  

 

 

1 

◇
『
エ
リ
カ
』

小
池
真
理
子
／
著

中
央
公
論
社

◇
『
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
』

江
上
剛
／
著
　
講
談
社

児
童
書

◆
『
ぼ
く
ら
の
住
み
か
が

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
』

エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ヴ
ォ
ワ
ザ

ン
／
文
　
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ

◆
『
わ
た
し
の
ス
ズ
メ
研
究
』

佐
野
昌
男
／
著
　

さ
･
え
･
ら
書
房

絵
本

○
『
わ
た
し
の
お
ひ
な
さ
ま
』

山
本
孝
／
絵
　

内
田
麟
太
郎
／
作
　
岩
崎
書
店

○
『
ぴ
よ
ぴ
よ
ひ
よ
こ
』

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
／
作

評
論
社

○
『
が
ま
の
油
』

長
谷
川
義
史
／
絵
　

斎
藤
孝
／
文
　
ほ
る
ぷ
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
か
ん
す
け
さ
ん
と

ふ
し
ぎ
な
自
転
車
』

◎
日
時
　
3
月
12
日(

土)

午
前
10
時
〜
10
時
25
分

午
後
2
時
〜
2
時
25
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
3
月
26
日(

土)

午
後
2
時
〜

☆
映
画
鑑
賞
☆

『
産
業
遺
産
紀
行
』

◎
日
時
　
3
月
27
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時

☆
お
は
な
し
会
☆

『
あ
し
た
の
て
ん
き
は
は

れ
？
く
も
り
？
あ
め
？
』

◎
日
時
　
3
月
19
日(

土)

午
後
2
時
30
分
〜

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム
朗

読
館
☆

『
五
十
六
の
美
容
整
形
』

前
川
ひ
ろ
子
／
作
　
他

◎
日
時
　
3
月
20
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

☆
利
用
案
内
☆

●
開
館
時
間

水
・
金
・
土
・
日
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時

火
・
木
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

7
時

●
休
館
日

月
曜
日
・
祝
日

(

11
月
3
日
は
除
く)

毎
月
末
金
曜
日

年
末
年
始

(

12
月
27
日
〜
1
月
4
日)

特
別
整
理
期
間(

春
季
10
日
間)

●
貸
出
期
間
・
冊
数

図
書
1
人
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1月26日、旧上野原町の議会議事堂において「町
長さんと語る会」が開かれました。
この語る会は、各小中学校から2名ずつの生徒・児

童が参加して行われ、参加した生徒・児童たちは、学
校の要望や提言など活発に議論していました。

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

上野原市の誕生により広報担当者になりました。以前も旧上野原町
で広報を担当していたので、通算では1年6か月になります。

「広報うえのはら」はこれから原則毎月1日に発行します。市民のみ
なさんに読みやすい広報づくりを目指していきたいと考えています。
また、行政と市民を結ぶ架け橋となるように頑張っていきますのでよ
ろしくお願いします。

編集後記

●地域の話題をお寄せください
企画課企画調整担当 電話62-3118

人口●28,738人
男 ●14,390人
女 ●14,348人
世帯●9,973世帯
平成17年2月13日現在

人口と世帯

●町長さんと語る会
2月3日、秋山保育所において豆まきが行われまし

た。
園児たちは、手づくりのお面などをつけて、思い思

いに「福は内、鬼は外」と鬼に向かって豆をまいてい
ました。

●秋山保育所で豆まき

1月19日、山梨県主催による「食の安全・安心交
流ツアー」が開催されました。
芦垣区の安藤鶏卵、鶴島区の上野原こだわり農産物

生産者の会を会場として、見学会と意見交換会が行わ
れました。

●食の安全・安心交流ツアー
1月25日、西原中学校の生徒が車椅子を寄贈しま

した。この車椅子は、生徒たちが学校でシイタケを栽
培し、その収益金で購入したもので、生徒会長の奈良
温美さんは、「庁舎に来庁する方のために使ってほし
い。」と話していました。

●西原中学校の生徒が車椅子を寄贈
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